
 

 

                             

 

 

 

「めあてを持って学び 進んで行動 
 人のことを思う」河原っ子の育成 

～笑顔の登校・満足の下校～ 
R２．１２．４（金） 文責：井上 
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一学期はなかなか動き出せなかった委員会活動がだんだんと

活性化してきました。11 月の児童集会で企画委員会、図書委

員会、体育･保健委員会から提案がありました。図書委員会から

は読書週間、家族読書（前回の学校便りで紹介しました。各ご

家庭での取組ありがとうございました。）体育･保健委員会から

は、最近の手洗いの様子があまりよくないということで、ペー

プサートを使って呼びかけました。また、企画委員会は『並ん

で登校大作戦』を・・子どもたちが自分たちで課題を見つけ、

自分たちの学校をもっとよくしようと取り組み始めたこと 

をとても嬉しく思います。今後は、子ども 

たち自身が学校を創り上げていく主役だと 

いう意識をしっかり育てていきたいと思い 

ます。 

 １２月１日、熊本県の警戒

リスクレベルが「４ 特別警

報」に引き上げられました。

今後、さらなる感染拡大が懸

念されます。学校、家庭で引

き続き感染予防に努めていき

ましょう。 

学校の対応についての変更点

です。 

※同居のご家族に発熱、風邪

症状等がある場合、子どもさ

んは出席停止となります。ご

理解とご協力をお願いしま

す。 

 １２月１日～１８日は校内人権旬間です。学校では全ての教育活動を通し 

て人権教育を進めていますが、さらに重点的に取り組むためにこの時期に人権旬間を設定し

ています。それぞれの学年で人権学習に取り組んだことを作文や構成詩等にまとめ１２月 

１８日の人権集会で発表していく予定です。 

１年生では学級活動で「わたしの名前、すてきな名前」と 

いう学習をしていました。自分の名前にこめられた家族の願 

いを聞き取り、家族の思いを知り、自分なりに受け止めて発 

表していました。子どもたちが、自分の名前を漢字（とても 

難しい漢字もあります）で書き取り、堂々と発表する姿や、 

友だちの発表を聞いて感想や質問を返していく姿を見て、胸 

が熱くなりました。ご家庭で子どもたちにしっかり親の思い 

を伝えていただいたんだな・・感じました。子どもたちは自 

分が大切な存在だということを改めて感じ、隣にいる友だち 

も自分と同じように大切な存在、だから自分も友だちも大事 

にしたいということを自分の言葉でまとめていきました。 

人権教育は『生き方の教育』です。学年の発達段階に応じ 

た人権学習、人権教育を行っていますが、自分事として受け 

とめる力をしっかりと子どもたちにつけていきたいと思います。 


